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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成29年3月30日(2017.3.30)

【公開番号】特開2016-54785(P2016-54785A)
【公開日】平成28年4月21日(2016.4.21)
【年通号数】公開・登録公報2016-024
【出願番号】特願2014-181324(P2014-181324)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/055    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３５０　
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３３０　
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３５５　

【手続補正書】
【提出日】平成29年2月21日(2017.2.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　なお、２つのサブコイル４１０Ａ、４１０Ｂが、磁気結合が生じる位置関係に配置され
た場合の、相互インダクタンスの大きさＭは、以下の式（１）で表される。
【数１】

ここでｋは磁気結合係数であり、第一のサブコイル４１０Ａが作る磁束のうち第二のサブ
コイル４１０Ｂと結合する割合を示す値である。磁気結合係数ｋは、０から１の値を取る
。また、Ｌ11は、第一のサブコイル４１０Ａのループ４２１Ａのインダクタ成分の大きさ
である。Ｌ21は第二のサブコイル４１０Ｂのループ４２１Ｂのインダクタ成分の大きさで
ある。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　図７（ａ）は、本実施形態のアレイコイル４００の等価回路６００である。本図におい
て、インダクタ６２１Ａの値Ｌ11は、第一のループ４２１Ａのインダクタ成分であり、直
列キャパシタ６２２Ａの値Ｃ11は、第一のループ４２１Ａに挿入される直列キャパシタ（
４２２Ａ、４２３Ａ）の合成値である。同様に、インダクタ６２１Ｂの値Ｌ21は、第二の
ループ４２１Ｂのインダクタ成分であり、直列キャパシタ６２２Ｂの値Ｃ21は、第二のル
ープ４２１Ｂに挿入される直列キャパシタ（４２２Ｂ、４２３Ｂ）の合成値である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００７２】
　また、検出する核磁気共鳴信号の周波数（核磁気共鳴周波数）をｆ0とする。第一のサ
ブコイル４１０Ａ（６１０Ａ）単体での共振周波数をｆ10、第二のサブコイル４１０Ｂ（
６１０Ｂ）単体での共振周波数をｆ20とする。並列共振回路である第一のループコイル部
４２０Ａ（６２０Ａ）の共振周波数をｆ12、第二のループコイル部４２０Ｂ（６２０Ｂ）
の共振周波数をｆ22とする。さらに、図６（ａ）および図６（ｂ）に示すように配置され
たとき、信号受信時の、第一の低インピーダンス信号処理回路４３０Ａ（６３１Ａ）から
見た、この第一の低インピーダンス信号処理回路４３０Ａ（６３１Ａ）を除いた第一のサ
ブコイル４１０Ａ（６１０Ａ）（以下、第一の共振部と呼ぶ。）の共振周波数をｆ11、第
二の低インピーダンス信号処理回路４３０Ｂ（６３１Ｂ）から見た、この第二の低インピ
ーダンス信号処理回路４３０Ｂ（６３１Ｂ）を除いた第二のサブコイル４１０Ｂ（６１０
Ｂ）（以下、第二の共振部と呼ぶ。）の共振周波数をｆ21とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６６】
　第一のサブコイル４１０Ａ及び第三のサブコイル７１０Ｃの構成は、それぞれ、第一の
実施形態の第一のサブコイル４１０Ａと同じである。また、第二のサブコイル４１０Ｂは
、第一の実施形態の第二のサブコイル４１０Ｂと同じである。それぞれのキャパシタ及び
インダクタは、第一の実施形態同様、式（２）から式（５）を満たすように調整される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６７】
　すなわち、本実施形態の高周波コイル（アレイコイル７００）は、第一のサブコイル７
１０Ａおよび第二のサブコイル７１０Ｂに、核磁気共鳴信号の送受信が可能な第三のサブ
コイル７１０Ｃをさらに備え、前記第三のサブコイル７１０Ｃは、当該第三のサブコイル
７１０Ｃ単独の共振周波数が前記核磁気共鳴周波数とは異なり、かつ、前記第二のサブコ
イル７１０Ｂと磁気結合することにより、前記第三のループコイル部７２０Ｃのループと
前記第二のループコイル部７２０Ｂのループとに、それぞれ、周回する電流経路を形成す
るとともに前記核磁気共鳴周波数で共振するよう調整される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７７】
　＜変形例：磁気結合パターン＞
　なお、本実施形態では、信号受信時、第一のサブコイル７１０Ａは、第二のサブコイル
７１０Ｂと結合し、第三のサブコイル７１０Ｃは、第二のサブコイル７１０Ｂと結合し、
第二のサブコイル７１０Ｂは、いずれとも結合しないよう各回路素子を調整している。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０２１７】
　なお、本発明の実施形態では、水平磁場方式のマグネット１１０を備えるＭＲＩ装置１
００に適用する場合を例示したが、上述のように、垂直磁場方式のＭＲＩ装置１０１でも
適用可能である。すなわち、垂直磁場方式のＭＲＩ装置１０１においても、従来、利用が
困難であった表面コイルを複数用いた多チャンネルアレイコイル（例えば、図１７に示す
アレイコイル８００）が利用できるようになる。これにより、垂直磁場方式のＭＲＩ装置
１０１においても、アレイコイルの設計の自由度が広がり、感度を向上させることができ
る。また、自由度が広がったことで、アレイコイルの簡素化も可能となるため、軽量なア
レイコイルの設計も可能となる。これにより、操作者、並びに被写体（検査対象）の負担
を低減させることができる。
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